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直轄工事における事故発生状況① （平成16年度～平成30年度）
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工事事故発生件数（労働災害及び公衆災害）
平成16年度～平成30年度

死傷者数（労働災害及び公衆災害）
平成16年度～平成30年度

○ 平成30年度の労働災害及び公衆災害による全体の事故発生件数は463件であり、前年度と比べて減少して
いる。

○ 平成30年度の労働災害の事故発生件数は222件であり、前年度と比べて減少している。

○ 平成30年度の公衆災害（物損）の事故発生件数は230件であり、前年度と比べて減少している。

○ 前年度と比較すると、平成30年度の労働災害及び公衆災害による死亡者数は15人で増加、負傷者数（休業
4日以上）は101人、負傷者数（休業1～3日）は29人であり、それぞれ減少している。

626 

836 
910 

853 829 
928 

828 849 874 
778 

642 
571 

522 
483 463 

253 
348 323 327 360 367 

322 348 361 341 
258 229 238 232 222 

314 

429 
509 

436 419 

517 
451 435 

486 
410 

354 320 
264 238 230 

59 59 78 90 
50 44 55 66 

27 27 30 22 20 13 11 
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

直轄工事事故発生件数（労働災害及び公衆災害（第三者と物損）

全体件数 労働災害 公衆災害（物損） 公衆災害（第三者）

14 
28 

11 19 16 20 19 
29 

21 17 11 20 
8 11 

15 

14 
24 

11 17 15 19 19 
25 

19 15 10 
19 

7 10 13 

176 

213 224 
205 204 

165 

130 

159 
140 

146 104 102 
128 

103 101 
81 

122 122 

94 
110 

95 

70 

146 

196 

160 

51 38 
28 

39 29 

0

50

100

150

200

250

労働災害及び公衆災害全体死傷者数

死亡者数 死亡者数（労働災害のみ）

負傷者数（休業４日以上） 負傷者数（休業１～３日）



直轄工事における事故発生状況② （平成21年度～平成30年度）
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事故発生件数 平成21年度～平成30年度

死傷者数（休業4日以上） 平成21年度～平成30年度

【発生件数】
○ 平成30年度は、重機事故

（クレーン関係）、墜落事故
（法面から）及び飛来落下
は、前年度と比べて減少し
ている。

○ 平成30年度は、重機事故
（クレーン以外）及び墜落
事故（足場から）は、前年
度と比べて増加している。

○ 飛来落下の発生件数は、
平成21年度以降、最も少な
かった。

【死傷者数】
○ 平成30年度は、飛来落下

及び墜落事故（足場から）
は、前年度と比べて減少し
ている。
しかし、重機事故（クレーン
以外）では増加している。

[労働災害及び公衆災害の内訳]

12 
8 

13 
11 

7 

3 3 

8 
7 7 

33 

19 
21 

14 

20 

15 

19 

15 

8 

13 

6 

4 
1 

4 

8 

2 

8 

2 4 3 

22 

16 

8 
9 

11 

4 

10 11 10 

5 5 

7 
6 

3 
4 3 

4 5 6 5 

32 

16 
17 

14 

21 
25 

14 

18 
20 

15 

0

5

10

15

20

25

30

35

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

（人） 労働災害及び公衆災害事故の種類別死傷者数（休業４日以上）

交通事故

重機事故（クレーン以外）

重機事故（クレーン関係）

墜落事故（足場から）

墜落事故（法面から）

飛来落下

34 

27 

22 20 

15 
12 

18 
14 

11 11 

56 

42 

26 31 

41 

30 28 25 

19 20 

10 

7 2 
6 

18 

3 

10 

4 6 4 

27 

20 
11 

17 
17 

9 
12 14 10 11 

7 

7 
10 

3 5 
5 

5 
5 10 

6 

58 

42 
38 40 

50 

34 

28 
31 31 

22 

0

10

20

30

40

50

60

70

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

（件） 労働災害及び公衆災害事故の種類別事故件数

交通事故

重機事故（クレーン以外）

重機事故（クレーン関係）

墜落事故（足場から）

墜落事故（法面から）

飛来落下



0

1

2

3

4

5

河川改修 河川

維持修繕

海岸（整備・

維持修繕

含む）

砂防・地滑り

（対策・

維持修繕

含む）

道路新築・

改築

道路

維持修繕

100件当たり

事故件数

公衆災害（物損）_H30

0

1

2

3

4

5

河川改修 河川

維持修繕

海岸（整備・

維持修繕

含む）

砂防・地滑り

（対策・

維持修繕

含む）

道路新築・

改築

道路

維持修繕

100件当たり

事故件数
公衆災害（第三者）_H30

0

1

2

3

4

5

河川改修 河川

維持修繕

海岸（整備・

維持修繕

含む）

砂防・地滑り

（対策・

維持修繕

含む）

道路新築・

改築

道路

維持修繕

100件当たり

事故件数
もらい事故_H30

0

1

2

3

4

5

河川改修 河川

維持修繕

海岸（整備・

維持修繕

含む）

砂防・地滑り

（対策・

維持修繕

含む）

道路新築・

改築

道路

維持修繕

100件当たり

事故件数
労働災害_H30

4

平成30年次（平成30年1月～平成30年12月）における事故発生の特徴

○ 労働災害及び公衆災害（第三者災害）は砂防・地滑り（対策・維持修繕含む）および河川維持修繕工事にお
いて発生率が高い。

○ 公衆災害（物損災害）は、道路維持修繕および砂防・地滑り（対策・維持修繕含む）において発生率が高い。

○ もらい事故は、現道での作業が前提となる道路維持修繕が最も高い発生率となっている。

100件当たり事故件数は、CORINS
データより工事件数を求め、下図の
対応関係に基づいて算出した。

CORINS 　　　月次データ

 砂防・地すべり対策施設維持修繕

 道路新設・改築

共同溝・電線共同溝

道路維持修繕・雪寒道路維持修繕

砂防・地滑り（対策・維持修繕含む）

道路新築・改築

点検業務

 海岸整備

 海岸維持修繕

 砂防・地すべり対策

河川維持修繕

海岸（整備・維持修繕含む）

 河川改修

 ダム建設

 河川維持修繕

 ダム管理

河川改修

直轄工事における事故発生状況③ （平成30年次（平成30年1月～平成30年12月））



塗装吹付作業中に足場から墜落し被災 （負傷事故：休業4日以上）

5

【事故発生状況】
剥離剤の吹付作業中に、吹付機械の調子

が悪くなり、機械を調整し作業を開始した。被
災者は、作業の状況を確認しようと昇降用タ
ラップを登っていた。
枠組足場内のタラップに剥離剤等が付着して
いたため、足を滑らせ約4m下に墜落し被災し
た。

① 日 時 ： 平成 30年 9月 1日 （土）

② 作業内容 ： 塗装工事における吹付け作業 【塗装工事】

③ 事故内容 ： 剥離剤の吹付作業中に、枠組み足場内のタラップ（約4m）から墜落して被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例1 墜落事故（足場から）・労働災害

【事故発生原因】
高さが2m以上にも係わらず安全帯の未使
用
安全帯の取付設備の不備（安全ブロック等
の墜落防止装置）
作業前点検の未実施（昇降時においての剥
離剤の有無など）



バックホウのアームに接触し左側頭部の被災 （負傷事故：休業4日以上）

6

【事故発生状況】
表層施工中、0.2m3バックホウにて路盤材を

整地していたところ、清掃作業しながらバック
ホウに近づいてきた被災者が作業範囲内に
入り、バランスを崩し、被災者の左側頭部と
バックホウのアームが接触し被災した

誘導者は、被災者が急に作業範囲に入った
ため、対応することができなかった。

① 日 時 ： 平成 30年 10月 8日（月）
② 作業内容 ： 表層舗設中 【アスファルト舗装工事】

③ 事故内容 ：バックホウにて路盤材の整地作業中、清掃作業しながらバックホウに近づいてきた
被災者がアームと接触し左側頭部を被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例2 建設機械等の接触事故・労働災害

【事故発生原因】
ＢＨの作業範囲内立入禁止が徹底されてい
なかったため

作業前のＫＹ活動等において、作業員への
指示・指導が不十分であったため

誘導員の配置位置が悪く、オペレータへの
指示が遅れたため

6



伐採作業中に折木の一部が作業員を直撃し被災 （負傷事故：休業4日以上）
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【事故発生状況】
現場の伐採作業中、蔓が絡まって完全に倒
れきれていない伐木の処理の為バックホウで
引き倒そうとしたところ、蔓に絡まり腐って脆
くなっていた別の木が折れて肩付近に当たり
被災した。

【事故発生原因】
ＫＹ活動及び作業手順書等において、作業
員への指示・指導が不十分であったため

蔓の絡まりや木の腐食を十分確認をせずに
バックホウで伐木を引っ張ったため

周囲の既設物と十分に離隔をとり合図・誘
導を行うべきであるが怠ったため

① 日 時 ： 平成 30年 6月 2日 （土）

② 作業内容 ： 伐採作業 【砂防工事】

③ 事故内容 ： 伐採作業中、伐木の処理の為バックホウで引き倒そうとしたところ、別の木が折れ
て肩付近に当たり被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例3 飛来落下事故・労働災害



ハンマードリルのキリに巻き込まれ左手小指被災 （負傷事故：休業4日以上）

8

【事故発生状況】
外部足場上において上向きケミカルアンカー打
設のため、ハンマードリルを使用して削孔を行
おうとしていた。

左手をキリに添えていた状態でハンマードリル
のスイッチを入れキリを回転させたところ、着用
していた軍手が巻き込まれ左手小指を被災した。

【事故発生原因】
ＫＹ活動及び作業手順書等において、作業員
への指示・指導が不十分であったため

作業者が同様作業への慣れにより大丈夫と
思っていたため

回転部に巻き込まれる可能性の高いグリップ
付きの軍手を着用していたため

① 日 時 ： 平成 30年 12月 17日 （月）

② 作業内容 ： ケミカルアンカー打設作業 【建築一式工事】

③ 事故内容 ： 上向きケミカルアンカー打設においてハンマードリルのキリを回転させたところ、キ
リに添えていた左手の軍手が巻き込まれ左手小指を被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例4 工具等取り扱い事故・労働災害



クレーン基礎撤去作業中に資機材により右手を被災 （負傷事故：休業4日以上）
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【事故発生状況】
橋型クレーン走行レールの基礎撤去中に、ユ
ニックによる吊り上げにて取り外そうとしたＨ鋼
（H-200*200+22kg/mﾚｰﾙ L=5.0m)が、地切りし
た時に荷振れし、外周フェンスに接触しそうに
なったのでとっさに手で押さえて戻したとき、事
前に斫ったコンクリートガラとＨ鋼の間に右手の
指を挟み被災した。

【事故発生原因】
ＫＹ活動及び作業手順書等において、作業員
への指示・指導が不十分であったため

玉掛け位置を計測して決め、地切時に荷の安
定状況を確認していないため

資機材等の整理整頓が不十分であったため

① 日 時 ： 平成 30年 11月 1日 （木）

② 作業内容 ： クレーン基礎撤去作業 【上水・工業用水道工事 】

③ 事故内容 ： Ｈ鋼（レール）を地切りした時に荷振れし、事前に斫ったコンクリートガラとＨ鋼の間
に右手の指を挟み被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名負傷（休業4日以上）

事例5 取扱運搬等事故・労働災害



除草機械がバランスを崩し、法面を滑落して作業員が下敷きになり被災（死亡事故）
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【事故発生状況】
堤防法面の除草作業中、除草機械を転回さ
せようとした時に、除草機械がバランスを崩し
て斜面を滑落し、作業員が下敷きになり溺れ
て被災した。

① 日 時 ： 平成 30年 7月 2日 （月）

② 作業内容 ： 堤防法面の除草作業 【維持修繕工事】

③ 事故内容 ： 堤防法面の除草作業中に除草機械がバランスを崩して斜面を滑落し、作業員が下
敷きになり被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名死亡

事例6 重機事故（クレーン以外）・労働災害

【事故発生原因】
除草機械の操作に不慣れであったため
運転助手などの配置計画が不十分であった
ため

被災発生箇所



コンクリート打設作業中に重機が転倒して打設ホッパーに挟まれ被災（死亡事故）
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【事故発生状況】
バックホウでコンクリートホッパーを吊り上げ
コンクリート打設していたところ、バックホウ足
下の路肩土砂が崩壊してバックホウが転倒し、
コンクリートホッパーと擁壁に作業員が挟ま
れ被災した。
作業計画書では、コンクリート打設はクレーン
を使用する計画であった。

① 日 時 ： 平成 30年 7月 9日 （月）

② 作業内容 ： コンクリートホッパーによる打設作業 【砂防流路工事】

③ 事故内容 ： コンクリート打設中にクレーン仕様バックホウの足下路肩が崩壊し、打設ホッパー
と擁壁に作業員が挟まれ被災した。

④ 被害状況 ： 作業員 1名死亡

事例7 重機事故（クレーン以外）・労働災害

【事故発生原因】
敷鉄板などの重機転倒防止処置が不十分
であったため
作業計画書と異なる作業内容のため、作業
手順の周知や重機設置位置計画などが不
十分であったため

被災発生箇所


